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共
の
一
袖
利
に
重
力
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
こ

の
「
軟
議
」
と
い
う
制
度
も
構
想
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
江
南
で
は
「
均
田
均
役
」
の
改
革
が
賞
施

さ
れ
た
。
一
俊
鞭
法
後
の
地
方
経
費
問
題
に
制
到
底
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、

「
軟
援
」
も
「
均
田
均
役
」
も
、
同
一
の
財
政
的
土
壊
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
一
候
鞭
法
後
の
格
役
改
革
は
、
「
存

留
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
正
規
の
地
方
経
費
の
硬
直
性
を
菊
縫
す
る
性
質

の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
「
軟
撞
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考
え
て
み
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
紅
河
デ
ル
タ
村
落
史
資
料
に
つ
い
て

桜

由
錦
雄

井

一
九
九

0
年
代
に
ベ
ト
ナ
ム
史
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
資
料
革
命
と
い
わ
れ
る

時
代
を
迎
え
た
。
八

0
年
代
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
漢
崎
研
究
所

所
蔵
資
料
の
公
開
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
研
究
の
第
一
資
料
と
思
わ

れ
た
『
大
南
寒
録
』
の
元
と
な
っ
た
「
庇
朝
珠
本
」
、
院
朝
の
各
村
落
別
地
簿
、

俗
例
(
村
落
停
統
法
〉
、
家
譜
、
碑
文
集
成
な
ど
の
大
量
の
資
料
の
利
用
が
可

能
に
な
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
時
代
で
は
各
地
の
理
事
官
文
書
の
公
開
に
よ

り
、
植
民
地
時
代
の
各
村
落
の
朕
況
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
ベ

ト
ナ
ム
史
研
究
は
ま
っ
た
く
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
九
三
年
よ
り
始
ま
っ
た

阪
大
の
桃
木
至
朗
助
教
授
を
代
表
者
と
す
る
紅
河
デ
ル
タ
歴
史
資
料
探
求
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
聞
き
取
り
、
測
量
の
よ
う
な
地
域
暴
的
な
資
料
枚
集
の
ほ
か

に
、
村
落
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料
の
牧
集
に
つ
と
め
、
と
く
に
ナ
ム
ハ

省
ヴ
l
パ
ン
懸
奮
パ
ッ
ク
コ
ッ
ク
村
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
笈
見
、

牧
集
し
た
。
(

1

)

各
種
合
作
祉
関
係
資
料
、
(
2
〉
家
譜
、
(

3

)

碑
文
潟
県
、
拓

本、

(

4

)

位
牌
、
(

5

)

杷
堂
、
廟
な
ど
宗
数
建
築
物
に
残
る
額
、
聯
、

(

6

)

救
封
(
神
霊
へ
の
贈
位
書
)
、
不
動
産
関
係
文
書
。
現
在
、
こ
の
作
業
は
縫
績

中
で
あ
る
。
本
震
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
出
資
料
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
紅

河
デ
ル
タ
村
落
史
の
展
望
が
開
け
る
か
、
研
究
を
例
示
す
る
。

ω
各
文
書
館
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
新
た

に
公
開
さ
れ
た
漢
籍
資
料
に
つ
い
て
」
『
東
方
皐
』
八
八
、
一
九
九

四。躍
忠
聞
と
徐
宗
簡
再
論
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万三

英

正

回

居
延
漢
簡
は
漢
代
史
研
究
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
中
で
も
特
に
研
究
者

の
関
心
を
集
め
て
い
る
僚
が
幾
つ
か
あ
る
。
居
延
葎
簡
中
の
所
謂
躍
忠
簡
と
徐

宗
簡
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

櫨
忠
簡
は
候
長
躍
忠
に
つ
い
て
奴
稗
の
数
、
宅
地
や
団
地
の
面
積
、
牛
馬
や

牛
車
の
数
、
そ
れ
に
各
債
格
を
記
し
、
ま
た
徐
宗
簡
は
燐
長
徐
宗
に
つ
い
て
家

族
構
成
の
ほ
か
宅
地
や
田
地
の
面
積
、
用
牛
の
数
、
そ
れ
に
各
債
格
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
雨
衡
の
こ
の
よ
う
な
記
載
内
容
か
ら
し
て
、
か
つ
て
爾
簡
を
以

て
財
産
税
の
申
告
書
だ
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
検
討
で



は
財
産
税
の
申
告
書
設
に
は
疑
問
が
多
く
、
こ
れ
は
躍
忠
や
徐
宗
等
の
吏
の
身

上
書
の
一
種
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
で
も
身
上

書
だ
と
す
る
決
め
手
は
な
く
、
南
関
の
性
格
に
つ
い
て
は
二
設
が
並
存
し
た
ま

ま
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
三
J
七
四
年
に
渓
見
さ
れ
た
居
延
新
簡
中
に

爾
衡
の
表
題
衡
と
見
ら
れ
る
「
累
重
醤
直
官
簿
」
が
存
在
し
、
こ
れ
が
伐
関
簿
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と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雨
簡
は
吏
の
任
用
も
し
く
は
資
格
に

関
係
の
あ
る
記
録
俗
博
で
あ
る
こ
と
が
剣
明
し
た
。
但
し
、
問
題
は
こ
れ
で
全
て

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
居
延
新
衡
の
妥
見
は
、
同
時
に
雨
簡
に
関
連
し
て

更
に
新
た
な
問
題
を
提
起
し
た
。
新
た
な
る
問
題
貼
と
、
ま
た
簡
贋
研
究
の
基

本
的
な
態
度
に
つ
い
て
も
併
せ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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